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海底熱水系における生物圏－地殻圏相互作用のシステムを解明するためには，その場における地圏から水圏・
生物圏へのエネルギー・物質フラックスを定量的に測定・長期観測することが必要とされる．2002 年には，科学
技術振興調整費プロジェクト「海底熱水系における生物・地質相互作用の解明に関する国際共同研究（アーキア
ン・パーク計画）」において，2001 年に引き続き，水曜海山カルデラ内にて掘削が行われた．2002 年 8 月に，
'Mini/Medusa' を 2 台，熱水湧出地帯の上（'Shell Carpet' と APSK03 付近）に 17 日間程度設置し，
'Medusa/Gemini' 2 台は，BMS 掘削孔上（APSK10 と APSK09）上にかぶせて 10 日間程度観測を行った．それぞ
れ熱水の流速と温度および海底付近の水温のデータを 15 秒毎に測定した．温度は，どの地点においても約半日
周期の変化が見られる．また，熱水の温度と海底付近の水温は正の相関を持ち，全ての観測点において同時に同
位相と逆位相のイベントが見られる．


